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　発達障害児 の 単語綴 り学習や言語模倣などで は 、

未習得課題 だけを連続 して提示す るよ りも、既習

得課 題 を適 当に散在 〔interspers）させ 、訓練時 の

正答率を高 く維持 した場合の 方が 、学習効果が大

きい こ とが報告 されて い る （例 えば Neef
，
　Iwata

，

＆ Page， 1980）。望月 ・豊泉 ・奥原 ・佐藤 （1997）
は 、 この 現象に つ い て、コ ン ピュ

ー
タ を利用 した 中

学生の単語綴 り学習場面を用い て 発展的追試 を試

み 、訓練時の 正答率を 70％付近 に統制する条件 と、

20％付近に 統制す る 条件 を条件交替法 に よ り比 較

した。そ の 結果 、訓練時に提示 する単語 に、適宜、

既習得単語 を散在させ 、セ ッ シ ョ ン平均正 答率を

約 70％に統制 した条件 の 方が 、習得単語 数 、 習得

基準 を達成す る の に要 した平 均セ ッ シ ョ ン 数 、維

持テ ス トの 3 指標に つ い て 、優れた成績を示 した 。

　しか し、望月 ら （1997）の 手続 きで は、低正 答率

条件で は練習時の 誤 答数が 多 くなるた め、必 然的

に書 き写 し練習 の 回数も増加 し、高正 答率条件 の

下 で は 、書き写 し練習の 回数 も少な くなる とい う

関係が生 じ 、正 答率条件 と同時に書き写 し練習 の

回数も変化 して しま っ て い た。こ の た め、高正 答

率条件で 認 め られた習得成績の 良さが 、 練習時の

高正答率に起因す る の か 、セ ッ シ ョ ン 当た りの 書

き写 し 回数の 少 なさに 起因する の か
、 区別す るこ

とが で きなか っ た。

　今回 の 実験 で は 、 望月 ら （1997）の 手続 きべ 一

ス ライ ン と し、高正 答率 と低正 答率条件で書 き写

し練習 の 回数 を等 しくした条件 を導入 して 、 英単

語綴 り習得に対す る、正 答率統制の 効果 と、書 き

写 し練習 の 回数 の 効果を分離す る こ とを試み た。

対象者

方　法

SmoC

＠11ime ．ac ．jp

　英語 の 学習を始 め て 1 年 目の 中学校 1年生 4 名

（男女各 2 名）が 実験に参加 した。全員が、い わゆ

る進学校に通 い 、学業成績は優秀で あ っ た。尚、望

月 ら （1gg7）と重複 し て 参加 した者は い ない 。

手続 き

全体 ： 実験は 4 台の携帯型パ ー
ソナ ル コ ン ピ ュ

ー

タを用い 、 4 名 の 参加者に対 して 1室 で 同時 に実

施 した 。 実験中、互 い に他 の 参加者 の 画面 と手元

が見え ない 位置 に着席 させ た。 1 セ ッ シ ョ ン は練

習とそれ に続く復習テ ス トか ら成 り 、
1 日に 3 セ ッ

シ ョ ンず つ 、毎週 日曜 日に 1 日ず っ 行な っ た。練

習で は画 面上 に 日本語 と 、 それ に対応す る英単語

の 最初 の 1 文字 を提示 し、対象者に キーボードか

ら英単語を入力 させ た。正 し い 単語 を入力で きれ

ば次の 単語 に進み 、 誤 っ て い れ ば正解の 英単語を

提示 して 、それ を見なが ら正 し い 綴 りを 3 回入力

させ た後 、 日本 語だけ を提示 して 正 しく入力で き

るか確認 した。練習を 15 分間行な っ た後、復習テ

ス トに移 っ た 。

　練習 で は既 習得単語 を多 く提 示 し、正 答率 を

70％に近 くなる よ うに統制 した 高正答率条件 と、

未習得単語を多 くして 、正答率を 20％付近に統制

した低 い 正 答率条件 の 2 条件を設け、条件交替法

により、セ ッ シ ョ ン 毎に条件を変化 させ た 。 既習

得単語 の 定義は 、 3セ ッ シ ョ ン連続正答 した単語

とした。

　復習テ ス トで は 、その セ ッ シ ョ ン で 提示 した全

て の 単語 を 1 回ず つ
、 練習時 と同様 の 方法で 提 示 、

解答 させ 、その 正誤を表示 した。復習テ ス トで は

誤答 し て も練習は行なわせ なか っ た 。 以 上 の 手続

きは 、 望月 ら （1997）と完全 に 同
一

で あ っ た。

　ベ ー
ス ライ ン ・フ ェ イ ズ： べ 一

ス ライ ン で は、

望月 ら （1997）と同様 、練習中に間違えた単語 は、

全 て 最低 3 回ず つ の 書 き写 し練習 を行なわ せ た。
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次の 書 き写 し練習数統制フ ェ イ ズ の 前後に 、 全 く

同
一の 手続きで 2 回の ベ ース ライ ン を実施 した。

　書き写 し練習数統制フ ェ イズ ： 書き写 し練習の

対象 となる単語数を 、高正 答率条件と低正 答率条

件で ほぼ等 し くする た めに 、
1 セ ッ シ ョ ン の 書き

写 し練習 単語数 を、第 1 ベ ース ライン の 高正答率

条件セ ッ シ ョ ン の 平均書き写 し練習単語数と等 し

くなる ように統制 した。こ の た め 、低正答率条件

で は 、誤答 し て も書 き写 し練習を行なわない 単語

が生 じ、高正答率条件で は正答 して も書き写 し練

習を行な う単語が 生 じた。正 答で も書き写 しをす

る単語 、誤答で も書き写 しを行 なわない 単語 は 、

無作為に 決定 した。 1 セ ッ シ ョ ン あた りの 書 き写

し練習単語数は 、 対象者 ND で は 15単語 、 対象者

R．K で は 12 回で あっ た。その他 の 手続 きはベ ー
ス

ライ ン と同
一で あ っ た。
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図 1： 対象者 ND の 累積 習得 単 語 数の 推移。

  は 高正 答率 条件、Q は 低正 答率 条件 を 示 す。

を させ る単語数を統制す る と、高正 答率条件で の

習得単語数が 減少 し、
一方 、低正 答率条件の 習得

単語数は 、べ 一ス ライン とほぼ同等あ る い は 、 部

分的な増加 を示 した 。 書 き写 し練習 の 単語数 は 、

各対象者の 第 1 ベ ース ラ イ ン に お け る高正答率条

件で の 平 均書き写 し練習単語数 と等 くなる よ うに

決定 し て い る の で 、どの 対 象者 も高正 答率 条件で

の 書き写 し練習単語 数そ の もの は 、べ 一
ス ラ イ ン

期 と書 き写 し練習数統制 フ ェ イズ で 、大きく変化

して お らず、こ れ が習得数減少 の 原因 とは考えに

くい 。

　
一

方 、書 き写 し練習数 を等 しく保 つ ために 、高

正答率条件では 、場合 に よ っ ては 練習で正 解した

単語 に対 して も書き写 し練習を させ る こ とがあ っ

た の に対 し、低正 答率条件で は 、練習 で正解 した

単語 を書き写 し練習 させ る こ とは 皆無 で あ っ た。

こ の こ とか ら、セ ッ シ ョ ン 当た りの 書き写 し回 数

の 合計で は なく、正 答 ・誤答 と書き写 し練習の 随

伴性 の 違い が 、 高正答率条件で の 単語 習得数 に減

少 させ て い る可能性が推測 され る。

結果および考察
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　図 1 に対 象者 ND の 、図 2 に対 象者 R．K の 、累

積習得単語数 の 推移 を示 した。rg　1 ベ ー
ス ライン

で は 、ND 、　RK を含 めて 4 名 の 参加者 の い ずれ も

が 、高正答率条件 の 下で 、よ り多 くの 単語 を習得

す る傾向を示 し、望月 ら （1997）の結果が再現 され

た 。 しか し、書 き写 し練習単語数 を 、 各 自の 高正

答率条件時の 平均数を基準 に して 、両条件で 等 し

くする と、高正 答率条件で の セ ッ シ ョ ン 当た りの

単語習得数は減少 し、低正 答率条件 と ほ ぼ等 しく

な っ た 。 そ の
一

方で 、 低正 答率条件で も、ND の

24、25 セ ッ シ ョ ンや RK の 25セ ッ シ ョ ン の よう

に 、高 い 単語習得数を示すセ ッ シ ョ ン が 出現 した 。

　第 2 ベ ー
ス ラ イ ン の 長 さが 不 十分 で あるた め 、

明確な結論を 下す こ とは難 しい が 、書 き写 し練習
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図 2 ： 対象 者 RK の 累積 習得 単語 数 の 推移 。

  は高 正答 率 条件 、○ は低 正答 率 条件 を示す。
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